
ダ
イ
ダ
ン

　
ダ
イ
ダ
ン
は
２
０
１
３
年
４
月
、
技

術
研
究
所
に
新
研
究
棟
を
オ
ー
プ
ン
し

た
。
新
研
究
棟
は
電
気
設
備
、
空
調
設

備
、
衛
生
設
備
の
全
て
を
カ
バ
ー
す
る

同
社
の
総
合
設
備
工
事
業
者
と
し
て
の

メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
用
し
た
研
究

開
発
を
推
進
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
だ
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
に
求
め
ら
れ
る
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
創
る
」
「
蓄
え
る
」

そ
し
て
「
賢
く
使
用
す
る

省
エ
ネ
ル

ギ
ー

」
た
め
の
技
術
を
、
電
気
と
熱

空
調
設
備
、
熱
源
設
備

の
両
面
か

ら
開
発
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
新
研
究
棟
に
は
例
え

ば
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
太
陽

光
発
電
、
太
陽
集
熱
利
用
や
地
中
熱
利

用
の
設
備
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
技
術
の
最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
追

求
す
る
た
め
、
新
研
究
棟
全
体
を
実
験

場
と
し
て
研
究
し
て
い
る
。
同
社
は
ス

マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
に
必
須
と
な

る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
技
術
を
こ
の
新
研
究
棟
か

ら
発
信
し
て
い
く
。

　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
。
日
建
設
計
で
数
多
く
の
環
境
配
慮
型
建
築
の
計

画
・
設
計
を
手
が
け
て
き
た
日
建
設
計
総
合
研
究
所

の
丹
羽
英
治
氏
に
現
状
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て

語
っ
て
も
ら
っ
た
。

技術開発と再生可能エネ活用を

エネルギー自給率向上がカギ
日
建
設
計
総
合
研
究
所
理
事
／
上
席
研
究
員
丹
羽
　
英
治
氏

　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
は
徹
底
的
に
省
エ

ネ
を
追
求
し
た
後
、
い
か
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を
高
め

る
か
だ
。
日
建
設
計
総
合
研

究
所
で
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
自

立
型
建
築

と
呼
ん
で
い

る
。
現
在
、
日
本
の
設
計
事

務
所
や
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど

が
手
が
け
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
高
い
レ
ベ

ル
で
省
エ
ネ
を
実
現
し
て
い

る
。

　
風
通
し
や
日
射

な
ど
自
然
の
力
を

生
か
す
パ
ッ
シ
ブ

手
法
は
わ
が
国
が

世
界
に
誇
れ
る
技

術
。
一
方
、
高
効

率
な
設
備
や
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
手
法
に
お
い
て

も
、
設
備
・
機
器
の
性
能
は

世
界
的
に
高
い
水
準
に
あ

る
。
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ

せ
、
正
し
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

す
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ

を
達
成
す
る
に
は
、
よ
り
一

層
の
技
術
開
発
と
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
求

め
ら
れ
る
。

　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
構
築
す
る
た
め

の
技
術
は
高
い
水
準
に
あ
る

が
、
現
在
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が

設
計
事
務
所
や
ゼ
ネ
コ
ン
の

自
社
ビ
ル
で
あ
り
、
今
後
施

主
の
理
解
を
得
ら
れ
る
費
用

対
効
果
を
示
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
。
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー

に
も
Ｚ
Ｅ
Ｂ
に
積
極
的
な
動

き
は
あ
る
が
、
今
後
の
普
及

の
た
め
に
は
政
府
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
期
待
し
た
い
。

談

２
０
３
０
年
に
達
成
へ
省
エ
ネ
技
術
導
入
に
補
助
も

ＺＥＢ実現する技術をゼロ　　　エネルギービル　　　

Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
実
現
す
る
た
め
の
総
合
設
計

（出所：丹羽英治著・監修「エネルギー自立型建築」）

業務用ビルにおける一次
エネルギー消費の用途別内訳

　
地
球
環
境
問
題
や
企
業
の
事
業
継
続
計
画

Ｂ
Ｃ
Ｐ

対
策
と
し
て
、
１
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
ゼ
ロ
の
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル

Ｚ
Ｅ
Ｂ

の

注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
２
０
３
０
年
ま
で
に
新
築
ビ
ル
全
体
の
平
均
で
Ｚ
Ｅ
Ｂ

を
実
現
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
る
中
、
経
済
産
業
省
は
導
入
費
用
の
支
援
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
は
建
設
業
界
か
ら
設
備
メ
ー
カ
ー
、
制
御

シ
ス
テ
ム
の
ベ
ン
ダ
ー
や
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者
な
ど
幅
広
い
産
業
の
成
長
の
機
会
と

し
て
期
待
さ
れ
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ３月２５日 火曜日 　　

　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
は
建
築
物
の
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
、
建

築
物
・
設
備
の
省
エ
ネ
性
能

の
向
上
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面

的
利
用
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
な
ど
に
よ
っ
て

削
減
し
、
年
間
で
の
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
正
味

ネ
ッ
ト

で
ゼ
ロ
と
な
る

建
築
物
の
こ
と
を
指
す
。
２

０
０
９
年

月
に
経
済
産
業

省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
で

「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
実
現
と
展
開
に

つ
い
て
」
が
ま
と
め
ら
れ
た

ほ
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画

年
６
月

で
は

年

ま
で
に
新
築
ビ
ル
全
体
の
平

均
で
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
実
現
す
る
こ

と
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
た
。

　
日
本
の
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
推
移
で
は
、
全
体
の

３
割
以
上
を
民
生
部
門
が
占

め
、
石
油
危
機
以
降
、
産
業

部
門
に
比
べ
て
そ
の
増
加
率

が
高
い
。
ま
た
、
民
生
部
門

で
は
５
割
以
上
を
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
や
小
売
店
舗
、
病
院
、

学
校
な
ど
の
業
務
部
門
が
占

め
て
お
り
、
省
エ
ネ
対
策
の

強
化
が
最
も
求
め
ら
れ
て
い

る
部
門
の
一
つ
と
言
え
る
。

　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
実
現
す
る
基
本

要
素
は

建
物

外
皮

性

能
の
向
上

内
部
発
生
熱
の

削
減

空
調
・
換
気
・
照
明

な
ど
の
省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
・

高
性
能
機
器
設
備
の
導
入

創
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
。
そ

し
て
そ
れ
ら
を
統
合
制
御
し

て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
る

図

。

　
業
務
用
ビ
ル
に
お
け
る
一

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
割
合

表

を
見
る
と
、
熱
源

％
、
熱
搬
送

％
、
換
気
５

％
、
照
明
が

％
と
室
内
環

境
に
関
わ
る
割
合
が
約

％

と
高
い
。
そ
し
て
そ
の
室
内

環
境
を
維
持
す
る
た
め
の
設

備
が
照
明
設
備
、
冷
暖
房
設

備
、
換
気
設
備
で
、
こ
れ
ら

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
い

か
に
減
ら
す
か
が
Ｚ
Ｅ
Ｂ
実

現
の
カ
ギ
と
な
る
。

　

年
度
に
経
産
省
が
行
っ

た
支
援
補
助
金
の
採
択
を
受

け
て
空
調
・
換
気
・
照
明
な

ど
の
省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
・
高

性
能
機
器
設
備
の
導
入
を
行

っ
た
事
例
の
中
に
は
、
高
効

率
空
調
機
の
導
入
事
例
で

・
０
％
、
高
効
率
熱
源
器
の

導
入
事
例
で

・
７
％
、
ポ

ン
プ
の
変
流
量
制
御
の
導
入

事
例
で

・
７
％
、
高
効
率

照
明
の
導
入
事
例
で

・
４

％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
率
を

達
成
し
た
実
績
が
あ
る
。

　
空
調
シ
ス
テ
ム
を
例
に
見

る
と
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
は
冷
凍
機
や
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
な
ど
熱
を
生
成
す
る
熱

源
設
備
と
、
ポ
ン
プ
や
フ
ァ

ン
な
ど
熱
を
移
動
さ
せ
る
搬

送
設
備
で
使
用
す
る
も
の
か

ら
な
る
。
丹
羽
英
治
日
建
設

計
総
合
研
究
所
理
事
・
上
席

研
究
員
は
「
近
年
の
熱
源
機

器
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

成
績
係
数

の
向
上
は
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
る
」
と
い
う
。
ま
た
熱

源
設
備
と
搬
送
設
備
が
一
体

化
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ

ン
で
も
高
効
率
化
が
進
ん
で

お
り
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

を
従
来
比

％
削
減
す
る
と

い
う
開
発
中
の
シ
ス
テ
ム
も

あ
り
、
驚
異
的
な
省
エ
ネ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い

る
」

同

。

　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
目
標
を
検
討

し
た

年
時
点
で
、
ほ
と
ん

ど
の
新
築
ビ
ル
が
省
エ
ネ
法

に
お
け
る
建
築
物
の
当
時
の

省
エ
ネ
基
準
を
達
成
す
る
ほ

ど
設
備
機
器
の
省
エ
ネ
性
能

の
水
準
が
高
く
、
基
準
の
引

き
上
げ
が
課
題
と
な
っ
て
い

た
。
こ
う
し
た
状
況
も
踏
ま

え

年
４
月
に
建
築
物
の
新

た
な
省
エ
ネ
基
準
を
施
行
。

断
熱
や
建
築
設
備
の
省
エ
ネ

性
能
を
個
別
に
評
価
す
る
の

で
は
な
く
、
こ
れ
ら
を
統
合

し
た
建
築
物
全
体
で
の
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
で
評
価

が
で
き
る
よ
う
見
直
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
省
エ
ネ
水
準
が

向
上
し
、
建
築
主
や
テ
ナ
ン

ト
が
建
築
物
間
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
能
を
客
観
的
に
比
較

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
実
現
、
普
及
す

る
た
め
に
は
、
高
額
な
費
用

を
負
担
し
て
高
効
率
な
設
備

な
ど
を
導
入
し
て
も
ら
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
建

築
主
や
テ
ナ
ン
ト
の
理
解
が

必
要
だ
。
現
状
で
は
導
入
事

例
が
少
な
く
コ
ス
ト
が
下
げ

ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め

経
産
省
で
は

―

年
度
に

Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
構
成
要
素
に
資
す

る
高
性
能
設
備
機
器
な
ど
を

導
入
す
る
場
合
に
、
導
入
費

用
を
補
助
す
る
「
住
宅
・
ビ

ル
の
革
新
的
省
エ
ネ
技
術
導

入
促
進
事
業

Ｚ
Ｅ
Ｂ
実
証

事
業

」
を
行
っ
た
。

年

度
は

件
を
採
択
、
現
在
も

補
正
予
算
で
追
加
公
募
を
行

っ
て
い
る
。

年
度
も
引
き

続
き
Ｚ
Ｅ
Ｂ
実
証
事
業
を
含

む
「
住
宅
・
ビ
ル
の
革
新
的

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
導
入
促

進
事
業
」
の
予
算
案
と
し
て

億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　

年
度
採
択
さ
れ
た
建
築

物
は
約
７
割
が
既
存
建
築
物

だ
っ
た
が
、
今
後
、
膨
大
な

量
の
既
存
建
築
物
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ

化
も
課
題
と
な
る
。
複
数
の

ビ
ル
群
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利

用
や
、
都
市
の
未
利
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
と
合
わ

せ
、
ま
ち
全
体
で
の
取
り
組

み
も
期
待
さ
れ
る
。


